
市長コラム・日々初心

伊
達
直
人
、
星
飛
雄
馬
、
矢
吹
丈
…
。

名
前
を
聞
く
だ
け
で
私
た
ち
の
年
代
に

と
っ
て
は
懐
か
し
さ
と
と
も
に
憧
れ
の

ヒ
ー
ロ
ー
の
姿
が
鮮
明
に
よ
み
が
え
り

ま
す
。
前
橋
市
の
児
童
相
談
所
に
届
け

ら
れ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
。
昨
年
の
ク
リ
ス

マ
ス
か
ら
始
ま
っ
た
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク

か
ら
の
贈
り
物
の
ニ
ュ
ー
ス
に
ふ
れ
る

た
び
に
、
う
れ
し
い
こ
と
、
心
温
ま
る

こ
と
、
興
味
深
い
こ
と
、
考
え
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
だ
け
の
善
意
が
全
国
の
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
示
さ
れ
ま
し
た
。
無
縁
社
会

と
い
っ
た
言
葉
が
生
ま
れ
、
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
殺
伐
と
感
じ
ら
れ
る
昨
今
の

世
相
に
あ
っ
て
も
、
人
間
が
本
来
持
っ

て
い
る
他
者
を
思
い
や
る
や
さ
し
い
心

や
尊
厳
を
失
っ
て
い
な
い
こ
と
を
ま
ず

は
素
直
に
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。
ラ

ン
ド
セ
ル
の
中
に
は
、
こ
れ
ら
が
ぎ
っ

し
り
詰
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
私
が
う
れ
し
く
思
う
の
は
、

こ
の
よ
う
な
気
持
ち
の
連
鎖
で
す
。
最

初
に
報
道
が
あ
っ
た
日
か
ら
全
国
に
共

感
の
輪
が
広
が
り
、
今
で
は
毎
日
の
ニ

ュ
ー
ス
を
見
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

と
り
わ
け
頼
も
し
く
感
じ
た
の
は
若
者

の
間
で
の
盛
り
上
が
り
で
す
。「
家
庭

教
師
の
経
験
を
生
か
し
勉
強
を
教
え
て

あ
げ
た
い
」
と
い
っ
た
若
者
が
現
れ
た

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
書
き
込
み
に

「
も
っ
と
み
ん
な
で
や
ろ
う
」「
自
分
に

も
で
き
る
」
と
あ
っ
た
り
、
若
者
特
有

の
元
気
と
相
ま
っ
た
や
さ
し
い
心
根
を

見
た
気
が
し
ま
す
。

最
近
、
ひ
そ
か
に
楽
し
み
に
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
贈
り
主
が
多
彩

な
こ
と
で
す
。
冒
頭
の
紹
介
を
は
じ
め

月
光
仮
面
、
ア
ル
セ
ー
ヌ
・
ル
パ
ン
、

笛
吹
童
子
、
中
に
は
な
ま
は
げ
な
ど
地

域
性
の
あ
る
も
の
も
あ
り
、
ネ
ー
ミ
ン

グ
自
体
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
競
う
よ
う
で

飽
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
児
童
相
談
所
や
児
童
養
護
施

設
の
存
在
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
た
っ
て
、

親
か
ら
の
虐
待
に
よ
る
入
所
児
童
の
増

加
な
ど
の
実
状
が
明
ら
か
に
な
り
、
社

会
の
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
も
見
逃
せ

ま
せ
ん
。
行
政
は
行
政
で
環
境
整
備
な

ど
施
策
の
充
実
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、

た
だ
、
背
景
に
社
会
の
力
強
い
後
押
し

が
あ
る
の
と
な
い
の
と
で
は
大
き
く
違

い
ま
す
。

「
伊
達
直
人
」
や
「
矢
吹
丈
」
は
、
今

後
私
た
ち
が
身
を
置
く
市
民
社
会
の
あ

り
よ
う
に
も
一
石
を
投
じ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
人
間
誰
も
が
持
っ
て
い
る

「
人
と
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
生
き
た

い
」「
人
の
役
に
立
ち
た
い
」「
社
会
の

中
で
何
ら
か
の
役
割
を
果
た
し
た
い
」

と
い
う
思
い
。
市
民
協
働
や
「
新
し
い

公
共
」
の
推
進
、
家
族
・
地
域
の
絆
、

あ
る
い
は
公
益
法
人
に
対
す
る
個
人
の

寄
付
税
制
の
見
直
し
な
ど
に
も
思
い
は

至
り
ま
す
。
次
回
、
も
う
少
し
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
た
な
市
民
社
会
へ
①

〜
ラ
ン
ド
セ
ル
が
語
り
か
け
た
も
の

◆秋田市ホームページで市長の動向や記者会見の内容などをお伝えしています。
「市長ほっとコーナー」http://www.city.akita.akita.jp/city/mayor/

市長●穂積 志
新成人のつどいで

(１月10日、市立体育館)

１月11日、保戸野にある児童養護施設「聖園
天使園」に〝伊達直人〟を名乗る男性から４個
のランドセルが届きました
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入場無料。申し込みは２月10日(木)ま
で観光物産課へ。☎(866)2112

食と観光を考えるシンポジウム 食彩コンペティション

タクシーで宿(家)へ帰ろう！
チケットは、もらった日の翌日正午ま
で使えます。市内観光にもどうぞ。

事例発表
●NEXT５(県内酒蔵の若手経営者５人
が結成したグループ)

●道の駅あきた港「マルシェdeポート
土崎」(新しい形の飲食・物産販売)

基調講演「食による観光まちおこし」
講師�俵 慎一さん(Ｂ級グルメの祭典
「B-1グランプリ」事務局長)

13：

30
〜

和食料理人の技の対決。秋田の
食材を生かした和食の創作メニュ
ーを競い合います。午後３時から
４時まで自由に見学できます。

競技参加者募集中！
申し込みは２月８日(火)まで。
●若手自由部門(30歳以下)
●一般課題部門 ●一般自由部門

秋田日本料理団体
連合会(水屋光琳内)
☎(863)0002

関係者や市民が一体となって食による観光ま
ちおこしを進められるよう、交流懇親会を開
催。会費4,000円(プレゼント、抽選券付き)。

レセプション(交流懇親会) ●食彩コンペティション表彰式
●抽選会
●NEXT５の地酒コーナー
●日本バーテンダー協会秋田支
部のカクテルコーナー

●ご当地グルメ、スイーツコー
ナー　など

お買い上げいただいた
品を200円で市内のご自
宅へ宅配。お買い物の後
は手ぶらでお出かけを。

プロの料理人を講師に、
食材の目利きから調理法
まで楽しく学びます。

対象／20歳以上で独身の
かた(学生除く)
日時／２月12日(土)午前
11時～午後２時　
参加費／男性2,000円、
女性1,000円　定員／男
女各６人(抽選) 申し込
み／２月７日(月)まで観光
物産課☎(866)2112

リーフレットはこちら(2月10日(木)から)�ハイ
ヤー協会加盟タクシー、市内のホテル、秋田空
港、リムジンバス、道の駅あきた港、秋田市観
光案内所(秋田駅)、秋田観光コンベンション協
会(大町のイーホテル１階)、市役所観光物産課

観光物産課☎(866)2112

15：

15
〜

16：

30
〜
18：

30

お買い物

２月10日(木)まで
観光物産課☎(866)2112

申し
込み

場内の各店舗などで使える1,500
円分の買物チケットを1,000円で販
売します(7:00～)。各日先着200人。

７:00～９:30
市場内の食堂「焼焼庵」

で、朝ご飯を。500円の買物
チケット付きで1,000円で
販売します。先着30人。

朝

11:00～15:00
鍋料理や県内ご当地グル

メをお得な価格で提供する
屋台がズラリ！ (上記買物
チケットは使用不可)

※事前申し込み　晩ご飯
セットを宅配。家族だんら
んセットと夫婦円満セット
の２種類。詳しくは市民市
場ホームページで公開中！

２日間限定チケット

昼

晩

朝昼晩ごはん

市民市場が
キューピッド
愛の３分クッキング

13：

00
〜
16：

00

申し込み
問い合わせ

問い合わせ

「宿かえる」リーフレットを持って市内
の登録飲食店へ。

飲食代金3,000円ごとに300円の
タクシーチケットがもらえます。

１

２

３

冬
で
も
ア
ツ
い
ぞ
秋
田
！

多
彩
な
食
を
観
光
に
生
か
す
イ
ベ
ン
ト
開
催

秋田市民市場でいろいろな特典(おまけ＝
OH! Market!)サービスを試験的に実施します。

２月13日(日) ホテルメトロポリタン秋田冬
で
も
ア
ツ
い
ぞ
秋
田
！

２月11日(金)・12日(土) 秋田市民市場

２月13日(日)～26日(土)に試験実施

観光物産課☎(866)2112問い合わせ

恋活
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